
竹あかり制作会 総務委員会・環境部会

額突山市民緑地祭りを飾る竹あかりの制作会を追加開催します。我と思わん方は大作

づくりに挑戦してみてください。大歓迎です。

【開催日時】3月5日(日)9：00～12：00

3月18日(土)9：00～16：00

【開催場所】羽津地区市民センター2階大会議室

【参 加 費】無料 【参加申込】不要
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額突山市民緑地祭り 総務委員会・環境部会

第3回額突山市民緑地祭りを開催します。

【開催日時】3月25日(土)10：00～21：00

3月26日(日)10：00～15：00

【開催場所】額突山市民緑地駐車場ほか

【臨時駐車場】四日市北警察署南 民営駐車場

その他、開催内容等については全戸配布するチラシをご覧ください。

竹あかりは、3月21日(火・祝)から3月31日(金)までの間、毎夜点灯します。

女子力アップ講座「マネー講座」 女性委員会

【開催日時】3月9日(木)13：00～14：00

【開催場所】さろんde志氐我野

【講 師】フィナンシャルプランナー 中村美帆さん

【参 加 費】無料

【参加定員】24名。(申し込み先着順)

【申込受付】2月20日(月)～3月3日(金)まち協事務局にて受付

Eメール、FAXでの申込みも可。

在宅医療講演会 高齢者福祉部会

【開催日時】3月11日(土)9：30～11：30

【開催場所】地区市民センター2階大会議室

【テ ー マ】「在宅医療の勧め」

【講 師】いしが在宅クリニック院長 石賀丈士さん

【参 加 費】無料

【参加申込】不要

わかな野外コンサート 人権教育部会

前号で3月19日開催とお知らせしましたが、会場の確保ができず、額突山市民緑地祭り

の中で野外コンサートとして開催することに変更いたしました。

【開催日時】3月26日(日)10：00～11：30

【開催場所】額突山市民緑地駐車場（額突山市民緑地祭り会場）

【参 加 費】無料 【参加申込】不要

有料広告

編集後記

令和4年5月発行号(No.103)より、従来のA4両面2ページからA3両面中折り4ページ構成となりまし

た。紙面拡大に合わせて関係団体からは多くの投稿をいただき、地域の様々な情報発信ができるよ

うになりました。今後ともご協力をお願いします。 広報委員会(Y)より

2月下旬から3月の行事予定

2月21日(火) バレトン教室 3月11日(土) 無料塾

2月24日(金) さんきゅう食堂 3月12日(日) ベビーマッサージ教室

子供食堂「＆ゆう」 3月13日(月) マタニティヨガ教室

2月25日(土) 無料塾 3月17日(金) さんきゅう食堂

2月26日(日) 健康づくりグラウンドゴルフ大会 3月18日(土) 竹あかり制作会

2月27日(月) バランスボールde産後骨盤ケア 3月21日(火) 市民緑地竹あかり点灯(～31日)

2月28日(火) 親子ヨガ教室 3月24日(金) さんきゅう食堂

3月 3日(金) さんきゅう食堂 子供食堂「＆ゆう」

3月 5日(日) 竹あかり制作会 3月25日(土) 無料塾

3月 9日(木) 女子力アップ講座」マネー講座」 3月25日(土)・26日(日) 額突山市民緑地祭り

3月10日(金) さんきゅう食堂 3月26日(日) わかな野外コンサート

子供食堂「＆ゆう」 3月27日(月) バランスボールde産後骨盤ケア

3月11日(土) 羽津おうちごはん 2月28日(火) 親子ヨガ教室

在宅医療講演会

羽津学歴史講座「文化財巡り」 羽津郷土史と民俗研究会

2月11日(土)、前日の冷たい雨降りと打って変わって暖かい好天に恵

まれ、歴史講座第16回目の『羽津学』文化財巡り「丹生大師・丹生水銀

と立梅用水」に出かけました。コロナの影響で2年間実施できなかった

ので、久しぶりの文化財巡りです。

早朝8時の集合にもめげず、皆様元気にお集まりいただき、羽津地区

市民センターを出発しました。丹生では、多気町の奥義次先生に合流い

ただき、先ずは立梅用水のエンゲの切通しを見学。江戸時代後期、大きな岩盤をノミと金づちで

堀割ったもので、長さ60m程、深さ20m程の切通し。しかも途中でカーブしており、その姿に圧倒

されました。その後、用水に沿って進み、用水のためのトンネルも見学し、一路小高い山に登り、

その昔、水銀の材料辰砂を掘ったタヌキ堀の跡を見て、昭和の採掘抗跡や水銀精錬装置を見学。

要所要所で奥先生の簡潔かつ丁寧な説明を受けて、一同しっかり頭に刻んできました。

午後は丹生大師(神宮寺)・丹生神社を見学。寺の裏山から丹生の里を眼下に望みました。現在

の戸数は300軒ほどですが、往時は“丹生1,000軒”と言われたほどだったとか。その繁栄ぶりが

偲ばれました。この丹生の辰砂採掘・射和の水銀精錬が射和商人・松阪商人ひいては江戸時代の

伊勢商人へと繋がっていったのです。

戸外のベンチに座っていても日向ぼっこしているような陽気で、時間に追われずゆったりとし

た楽しい一日を過ごしてきました。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。



絵本の読み聞かせ 羽津子育て支援ぴよぴよ

1月18日(水)、ぴよぴよにて「絵本の会」の方の読み聞かせがあ

りました。

６ヶ月から2歳５ヶ月のお子さん10人が来てくれて、いつもの様

におもちゃで遊んでいましたが、11時頃「読み聞かせ始まるよ」

と言うと、お母さんのお膝に座って待ってくれるようになり、読

み聞かせが定着してきたかな？と思いました。

大きな絵本「だるまさんが」、「おおきなかぶ」、「びょ～ん」は体を動かす事ができるし、

お母さんとのスキンシップにもなって子供達は大好きです。

第１、第3水曜日に読み聞かせがあります。1度いらしてくださいね。

障害者わくわくワークショップ 障害者福祉部会

1月29日(日)、羽津地区市民センターで、羽津地区に住む障害を持つ方を対象に、ワークショッ

プを開催しました。羽津障がい児友の会のつばさの会のメンバーからの声を生かし、楽しく創作

できるイベントで、少しでも私たち障害者福祉部会と接点を持ってもらえる企画をと考え、今年

初めて行いました。缶バッジ作りコーナー、植木鉢作りコーナー、色紙(しきし)デザインコーナー、

バルーンアートを作って遊ぼうコーナーと、4コーナーを設け、保護者を含め、30人程が参加して

くれました。

シールや、織った折紙を上手に貼り合わせての素敵な色紙の作品を

作ったり、力いっぱい機械を押して、オリジナルの缶バッジをこしら

えたり、風船の輪の中をめがけてネズミの形の風船を飛ばしたりと、

個々のペースに合わせて、皆楽しそうに取り組んでいました。出口で

は、お菓子のつかみ取りも行い、子どもさんが小さな手で一生懸命つ

かむ姿を、横でお母さんが応援する様子も見られました。

障害があることを気にしなくていい空間でよかったという声や、射的やくじ引きなどもあって

縁日みたいだともっといいな、という意見もいただきました。

今後も、障害のあるなしにかかわらず、地域の人たちがともに楽しめ、理解し合えるまちづく

りを目指して、さらにいい企画を練っていきたいと思います。

子供食堂「＆ゆう」から 羽津子供食堂実行委員会

1月の羽津子供食堂"&ゆう"では、名古屋掖済会病院様よりご寄付いただいた「けんちん汁」を

提供しました。また、すぐき蕪（生川農園様）やはっさく（相松様）もご寄付いただき、皆で季

節の味を楽しみました。

2月10日の「&ゆう」では、浦田素子様と財団法人ハーモニーセンター

小貝川牧場様、志氐神社様のご協力によりポニー乗馬体験を実施しま

した。生憎の雨模様でしたが、この時間だけは、小雨に。可愛いポニー

に、子供達が大興奮！乗るのがこわいお子さんは、人参のえさやり体

験や、ふれあい体験を楽しみました。

羽津おうちごはん 児童福祉部会

今年度最後のおうちごはんを開催します。今回もテイクアウトです。

【開催日時】3月11日(土)10：00～12：00

【開催場所】地区市民センター3階調理室

【メニュー】3色お花見弁当

【募集定員】20名（申込先着順）

【参 加 費】300円（材料費）

【申込受付】2月20日(月)～ 【部会・委員会紹介】

環境部会の活動について 環境部会

●花いっぱい運動

旧東海道を主に、道沿いにプランターを設置して、年2回植え替えを行っています。オーナー46

軒にプランター245個を作成し設置(6月)しました。

花は NPO法人「羽津緑の会」の女性部「花美好」の方が種から苗を育てており、植え込みは富

田山城道路高架下において各種団体の協力(約50名)を得て行っています。

●里山(額突山)の整備

遊歩道の維持管理を年数回実施及びイベント開催に向けた竹の切り出し等を行っています。

3月25日・26日には「額突山市民緑地祭り」の開催が予定されており、竹あかりの展示等各種イベ

ントが行われますのでお越しください。

娘とともに 書記・松崎稚弓

華子、26歳。最重度の知的障害、自閉症、てんかんあり。いったいどんな薄気味悪い人なんだ

ろう、と想像されることでしょう。なにを隠そう、私の長女です。言葉はほとんど話せませんが、

毎日元気に、電車とバスを乗り継ぎ、一人で作業所に通っています。

この娘を授かったご縁で、私は、羽津障がい児友の会つばさのメンバーとして、およそ20年前

から地域の活動に携わり始め、気がつけば、まち協の書記と、障害者福祉部会の部長、そして、

さろんdo志氐我野での話し方講座の講師としてお世話になっています。

この間、羽津のたくさんの方々と出会い、ともに汗を流し、貴重な経験をさせていただきまし

た。それとともに、娘を、地域の一住民として、皆様に少しずつ知ってもらい、受け入れてもら

えるようになったことが、何よりもありがたいと思っています。昔ならば、障害者は、一歩も家

から出してもらえず、囲われていたと聞きます。そのような娘を、羽津の皆さんは、道で会えば、

「はなちゃん、こんにちは！」と、声もかけて下さいます。親として大変うれしく思い、もっと

多くの人に知ってもらえるようにと、羽津地区の行事には、できる限り娘を連れて参加するよう

にしています。

娘を通して思うことは、将来、障害者だけでなく、生きづらさを感じる羽津の全ての人たちが、

地域で見守られ、助けてもらいながら、自分らしい生活ができ、住み慣れたこの地で人生が全う

できればということです。そのためには、埋もれている、声なき声を拾い上げ、みんなの顔が見

えるまちであること、そしてそのような人たちを意識せず受け入れられる、度量の広いまちであ

ることが必要だと思います。

誰もが住みやすい地域になるよう、羽津の障害者として、娘に広告塔としての役目を担ってもら

いながら、これからも、皆さんとともに、まちづくりに参画させていただきます。

有料広告

まちづくり自慢大会 総務委員会

1月21日(金)にまちづくりに取り組んでいる県内の8団体が参加して、「わたしのまちづくり自

慢大会」が津で開かれ、羽津まち協も参加して発表してきました。この自慢大会は、みえ市民活

動ボランティアセンターが主催し、先進的な取り組みをしている団体の事例を紹介して他団体の

参考に供するためのもので、四日市市からは羽津地区が代表として招聘されました。


